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Ⅴ. 疾患別感染対策 1. 薬剤耐性菌 

薬剤耐性菌は、1つ以上のクラスの抗菌薬に耐性を示す細菌である。医療機関等では、
多くの抗菌薬の使用が行われるため、特に注意が必要である。薬剤耐性菌の制御には、
適切な感染対策の実施と、抗菌薬適正使用が必要である。 

特に、手指衛生の遵守状況と薬剤耐性菌の拡散状況には、関連性が高いため、平時か
らの標準予防策の遵守ができていることが特に重要である。 

(１) 薬剤耐性菌の注意リスク 
リスク  菌 名 

★★★ 

➀ CPE  （カルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌） 

② VRE  （バンコマイシン耐性腸球菌） 

③ MDRA （多剤耐性アシネトバクター） 

④ MDRP（多剤耐性緑膿菌） 

★★ 

⑤ Pre-MDRP(2 剤耐性緑膿菌) 

⑥ MRSA （メチシリン耐性黄色ブドウ球菌） 

⑦ CRE （カルバペネム耐性腸内細菌科細菌） 

⑧ ESBL 産生菌 （基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生菌） 

(２) 薬剤耐性菌の検出状況の確認 

ICTWeb🄬🄬システムにて、毎日部署の薬剤耐性菌の新規検出状況を確認する。 

1） 電子カルテ ⇒ ICTWeb 

2） フロアマップ 
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3） 新規検出菌はフラッグにて表示されている。 

(３) 病棟で薬剤耐性菌が検出された際の対応 

1） 下記フローチャートに従って、感染対策についてアセスメントを行う。アセスメン
ト結果は、記事にテンプレートにて記載する（Ⅱ.隔離予防策 2.経路別感染対策の
項参照） 

  
病棟で薬剤耐性菌が検出された際の対応フローチャート 
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2） 経路別感染対策を追加した場合、対策の入力を行う 
① 患者基本から感染情報のタブをクリック 

② 隔離情報を入力すると、フロアマップに反映された経路別感染対策の色表示
がされる 
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3） 対策の実施 

Ⅱ.隔離予防策 2.経路別感染対策に準じる 
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